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た。発光寿命と位相緩和時間は温度 5 K でそれぞれ 350 ps と 800 psであった。２光子干渉のた
































































可能になる。本研究では、光パルスと性質が類似する表面プラズモン（Surface Plasmon : SP）波束
































2003 年に Stockman らにより提唱された、反転分布した利得媒質と表面プラズモンのモードを空
間的に重ねることで、誘導放出によりコヒーレントなプラズモン増幅がなされるとする SPASER












体-相転移物質（Metal-Insulator-Phase transition material; MIP）積層型のプラズモニック信号変調素子
の開発を目指し、FDTD 法による素子形状のシミュレーションならびに通信帯近赤外光の変調実験
を行った。Au/Si3N4/GST超格子積層膜に集束イオンビームエッチングによるナノ加工を施して作製












フェムト秒再生増幅器（100 fs, 1 kHz）、光パラメトリック増幅器から波長可変な2つの近赤外パル
ス、シグナル光、およびアイドラー光を取り出し、両者の DFG により中赤外パルスを発生する光
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